
当院における妊娠分娩管理について
医療法人社団　　たかき医院

　当院では原則として最新の [ 産婦人科診療ガイドライン ] に準拠した標準的な管理と
治療を行っておりますが、病院の特性などから以下のような方針をとっております。あ
らかじめご承知おきください。

□　当院にはNICU （新生児集中治療室）の設備はありません。当院で分娩が可能なのは
     妊娠 36 週以降、出生体重 2100g 以上の場合に限られます。35週以前、明らかに赤
     ちゃんの推定体重が成長曲線を下回る状態での分娩が予測される場合は母体搬送と
     なります。また、36 週以降、2100g 以上でも新生児に未熟性があり呼吸状態などが
     安定しない場合は新生児搬送となることがあります。搬送の場合は受け入れ可能な
     高次施設を探すことになりますので、搬送先の御希望をお伺いすることはできませ
     ん。

□  急変時、当院での対応の限界と判断した場合、母体搬送、新生児搬送を行いますが、
     その際は産科医、助産師、看護師すべてのスタッフが全力を尽くして対応に当たっ
     ております。ただし、搬送先となる高次医療機関までの所要時間が最低 50分の時間
     を要すること、その過程のご理解をいただきたいと思います。

□  当院では、日本語で診療、指導をさせていただいております。スタッフが、患者さ
     まと日本語でのコミュニケーションが十分にできないと判断した場合は、日本語の
     わかる通訳の方に毎回外来受診時や分娩時には必ずお越しいただき、入院中や、そ
     の後の必要時にもスタッフの要請があるときは随時お越しいただける体制が取られ
     る場合のみ当院での分娩をお引き受けしております。

□  妊婦健診は、妊婦さんと赤ちゃんの健康状態を観察することを第一の目的としてお
     ります。そのために適切な受診スケジュールが決まっています。したがって、無断
     での未受診が続いた場合には責任ある管理ができませんので、引き続き当院で妊婦
     健診を行うことはできません。また、妊婦さんや赤ちゃんに何らかの危険が疑われ
     るときは、入院管理をおこなうことが必要となる場合があります。よくある例とし
     ては、切迫流早産、妊娠糖尿病、子宮内胎児発育不全、妊娠高血圧症候群などが挙
     げられます。こうした場合に入院を拒否されたときは、病院として妊婦さんと赤ちゃ
     んに対する責任を果たせないことになりますので、以後の診察や分娩を当院で引き
     続き行う事はできません。

□  骨盤位 （逆子）、 横位や、帝王切開の経験がある妊婦さんも条件によっては、分娩の
     方法は、帝王切開を選択させていただく方針としております。帝王切開は個々の妊

     婦さんの状況に応じて原則37～39週で予定させていただきますが、日にちの御希望
     をお伺いすることはできません。また、医学的適応のない計画分娩は行っておりま
     せん。

□  妊娠中や分娩時に大量出血がみられた場合、必要があれば輸血をさせていただいて
     おります。宗教上の理由などにより輸血を忌避される方がいらっしゃいます。当院
     では、宗教的背景には最大限配慮する方針となっていますが、生まれてくる赤ちゃ
     んが、同じ宗教的背景を持つとは限らないこと、また輸血をすれば助けられる可能
     性がある命を、親御さんの考え方のために輸血をせずに助けないことは、広い意味
     での児童虐待に当たるとの考えから、産婦人科では赤ちゃんを救うために必要と考
     えられる場合は輸血をさせていただくことを分娩をお引き受けする条件としており
     ます。したがって輸血同意書にはサインをしていただきますので、同意書にサイン
     ができない方は、分娩をお引き受けすることはできません。

□  妊娠 42 週 0日以降の妊娠を過期妊娠と呼びます。赤ちゃんの罹病率は、妊娠 40週
     以降、週数とともに上昇するとのデータがあり、当院では妊娠 41週 6日までに分娩
     を終了する方針としています。したがっておおむね妊娠 40週を過ぎた頃から診察所
     見をみながら分娩誘発のご相談をしてまいります。また妊娠 41週 6日に至っても経
     腟分娩とならない場合には帝王切開としております。

   妊娠・出産は病気ではなく、無事に元気な赤ちゃんを出産されることが普通と感じ
られています。一方で、予期せぬ急変や母体死亡、胎児・新生児死亡などの不幸な転帰
が一定の割合で起こることも事実です。当院にいらっしゃる皆様に安心・安全な出産を
していただき、より質の高い医療を提供することを目標に、われわれ産科医・助産師・
看護師は日夜努力しております。そのために、いくつかのことがらについては皆様のご
理解が必要ですので、ご協力いただけますようお願い申し上げます。
   これらの方針にご理解、ご協力いただけない場合は、当院での分娩は不可能となりま
す。

年　　月　　日

署　名：　　　　 　　　　　　　　　　．

医療法人社団　たかき医院

□   上記内容を理解しました。

署　名：　　　　 　　　　　　　　　　．

院 長         仲　栄 美 子

※ 未成年の方は、保護者の方もお願いいたします。

続柄（　　　　）
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